
中央教育審議会初等中等教育分科会
教育課程部会外国語ワーキング（2025.12.01）

鈴木 渉 Wataru SUZUKI, Ph.D.（教育学）

小学校と中学校の外国語教育の

連続的な接続を実現するために

教授 Professor 

令 和 7 年 1 2 月 １ 日
外 国 語 W G
資 料 2



鈴木 渉,Ph.D
• 略歴

–Ph.D（教育学）（カナダ・トロント大学
オンタリオ教育研究所）

–宮城教育大学専任講師、准教授を経て

–現在、宮城教育大学教職大学院・教授/
中等教育専攻・専攻長

• 専門分野

–第二言語習得、特に小・中・高等学校および
大学の現場における学習法・指導法 2



要点

• 小中で話題を連続して扱うことの重要性

• 小学校高学年と中１の接続をきめ細かく行う
重要性
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話題連続の重要性①

• 外国語を習得するためには、言語に注意を向ける
（気づく）ことが必要である（Schmidt, 1990）。

• 児童生徒は、授業で、「内容」（何について話す
か）と「言語（どう表現するか）」を同時に考えな
ければならない(Levelt, 1999）。

• 話題が初めて出会うものだったり、難しい場合、認
知資源（例：ワーキングメモリ）には限りがあるた
め、児童生徒は、言語へ注意を向けることができな
くなる(Robinson, 2011; VanPatten, 1990)。 5



• 既知の話題は、聞くことや読むことの際に、内容の
推測や予測を容易にし、内容の理解を促進する
（Arvadoust& Luo, 2023; Grabe & Yamashita, 2022)。

• 小中で話題を連続して扱うことで、中学校段階の内
容理解と言語学習が高まる可能性がある。

• その結果、自己効力感や達成感を生み、やる気や意
欲につながる可能性がある(Noels et al., 2003)。

話題連続の重要性①
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• 同じ話題を時間をおいて復習（学習）することは、
語彙や表現、文法、文構造などが繰り返し用いられ
ることが考えられるため、言語の習得に効果がある
（中田, 2019）。

話題連続の重要性①
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小学校高学年と中１の接続
をきめ細かく行う重要性①

• 小学校で育成された「耳のよさ」や聞いて分
かる（受容）能力を、中１初期の豊かなイン
プットで維持・強化する(Ellis, 2002; Kuhl, 2008）。

• 聞いて分かるだけではなく、発音ができるよ
うになる、話すことができる（発信）能力に
つながる（Flege, 1995)。
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小学校高学年と中１の接続
をきめ細かく行う重要性②

• 小学校で育成された身近なことをやり取りで
きる能力を維持・向上させる（Mackey & Goo, 2007; 

Swain & Suzuki, in press)。

• 言語活動を通して話せる能力を維持・向上さ
せ、誤りへの適切なフィードバックを行うこ
とで、言語の学びも促進される。（神谷, 2025; 

Lyster, Saito,& Sato, 2013)
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フィードバックの例①

T: What fruit do you like? 
S: I like apple. 
T: Oh, you like apples. Me, too. I like apples. 
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フィードバックの例②

T: What fruit do you like?
S: I like apple. 
T: You like….? 
S: apples 
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フィードバックの例③

T: What fruit do you like?
S: I like apple. 
T: Pardon？
S: I like apples. 
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小学校高学年と中１の接続
をきめ細かく行う重要性③

• 音韻認識（文字を使わずに、音を聞き分けたり、
くっつけたり、入れ替えたりできる能力）は、
文字と音の対応関係の土台である(Koda, 2005)。

• 読みに必要な能力は、知っている語（例：小学
校で音声で十分に慣れ親しんだ語彙）を通して、
育つ(Perfetti, 2007）。

• 小学校で音韻認識と文字と音の対応関係の素地
を形成し、中学校で系統的に文字と音の対応関
係を学ぶ（Erbeli et al., 2024; Huo & Wang, 2017)
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小学校高学年と中１の接続
をきめ細かく行う重要性④

• 「小学校で慣れ親しんだ定型表現」*を中学校で使
うことで、発話の負担が下がる(Conklin & Schmitt, 2008)

• 内容について考えるゆとりも生まれる(Kormos, 2006）

• 流暢さが高まる(de Jong & Perfetti, 2011)

* How are you? What time is it?などのかたまり型表現やI 
want to be…. I went to….I enjoyed …ing. What (    ) do you like?
などのスロット型表現
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小・中接続の私案

• 小学校は音声中心（話すこと・聞くこと）で定型
表現の習得を

• 中学校も音声中心としつつ、書き言葉（読むこ
と・書くこと）の指導や文法指導は段階的に（板

垣・鈴木, 2011, 2015)

• その際、話題の連続性に配慮

• そのことで、書き言葉や文法指導の負担が軽減
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